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〔
告

示
〕

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
二
一
二
）

J

〇
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
条
約
の
ベ
ル

ギ
ー
王
国
に
よ
る
批
准
等
に
関
す
る
件

（
外
務
一
九
五
）

K

〇
政
府
資
金
調
達
事
務
取
扱
規
則
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
政
府

短
期
証
券
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
財
務
一
八
二
〜
一
八
四
、
一
八
七
〜
一

八
九
）

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引

短
期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
一
八
五
）

M

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引
短

期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
一
八
六
）

〇
平
成
二
十
五
年
産
あ
へ
ん
の
納
付
期
限
を

定
め
た
件
（
厚
生
労
働
一
九
二
）

O

〔
資

料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

J
K

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
司
法
書
士
懲
戒
処
分
、
金
融
商
品

取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
戻
し
、
建
設
業

の
許
可
の
取
消
処
分
、
鉄
道
財
団
拡
張
関

係

J
K

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
再
生
関
係

J
L

会
社
そ
の
他

L
J

〇
薬
事
法
第
七
十
七
条
の
二
の
五
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
希
少
疾
病
用
医
薬
品
の
指

定
を
取
り
消
し
た
件
（
同
一
九
三
）

〇
薬
事
法
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
希
少
疾
病
用
医
薬
品
を
指
定
し

た
件
（
同
一
九
四
）

O

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
八
三
八
〜
一
八
四
五
）

〇
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
施
設

変
更
許
可
申
請
が
あ
っ
た
件

（
国
土
交
通
六
二
二
）

P

〇
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
名
称
等
を
変

更
し
た
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
一
二
〜
一
一
四
）

Q

〇
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
評
価
員
の
氏

名
を
変
更
し
た
件
（
同
一
一
五
）

R

〔
国
会
事
項
〕

R

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

復
興
庁

財
務
省

岐
阜
県

静
岡

県

三
重
県

大
阪
府

山
口
県

横
浜
市

名
古
屋
市

京
都
市

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
一
般
旅
券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

（
外
務
省
）

J
J

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

J
J

公
聴
会

長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
施
設
変

更
に
関
す
る
公
聴
会
（
大
阪
航
空
局
）

J
J

˜
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